
*傭車が多い場合は､傭車関連項目に絞った
　専用画面を用意できます。

システムへの入口

配車入力

①すべてのデータを配車入力のみ
で入力する

②配車入力で入力したデータは運転日報入力
へ連動させる

配車入力 運転日報入力 運転日報入力

③すべてのデータを運転日報入力のみ
で入力する

定期便・チャータ便など毎日
の仕事が固定のものは事前
に入力しておくとよい

運行指示書の印刷
傭車運送依頼書の印刷

点呼記録簿の印刷

以降の後続処理（請求･得意先・車両・乗務員･傭車先処理・・・・・・・・）

・配車画面から日付･請求先・車番・乗務員・  傭車先などの項目でデータの
絞込み表示ができ、運用的には1つの画面で操作ができるため扱いやす
い。
・未定運賃入力も当画面から入力。
・予定データも同画面から入力しておくことができる。

フリー車の入力

・全ての基本は現場にあり、システム運用は現場の人が満足することが基本。(システムは簡単・明瞭であること)
・当システムでは次の3とおりのうち、どの入口からでも入力処理が可能です。
・入口(情報)を明確にし､誰が何をどのように処理をしたか管理できるよう履歴を残します。

データの一元管理


